






研究目的 

周産期情報とは周産期医療を記述する全ての要素を含んだものと定義できる。そこには,

デジタルからアナログまで,あるいは言語から尺度化された情報まで表現様式を異にする

ものが混在し,しかもそれらは空間的には多次元の拡がりを有するとともに,時間的にも刻

々と変貌する性格を帯びた極めて複雑な構造を有している。したがって周産期情報によっ

て記述される医療の真の姿はさまざまな形で個々人のイメージのなかにのみ存在している

。 

このような事情に鑑がみ,周産期情報の収集と分析の研究を通じて,周産期医療情報の実態

を明かにし,最適応用を前提とした情報の整理を試みること,ついでその成果を基礎に,広

域かつ等価な診療を目的とする周産期管理システムを確立することを目標として研究に着

手した。 


